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1　テッガイッとは
　テッガイッと言う単語は現代ビルマ語では、暦年をあらわす言葉である。テッガイッ 1365年
といえばビルマ暦 1365年（＝西暦 2003年）のことであり、現在ではこうした用法以外にこの単語
が用いられることはない ｡しかし 18世紀― 19世紀のビルマ王朝社会では、もうひとつの意味を
有していた ｡ 私人の間で取り交わされた契約証文をもテッガイッと呼んでいたのである ｡　こう
した契約証文が必ずその冒頭に日付を記入し、テッガイッと言う言葉から始まっていたためであ
ると考えられる。
　王朝時代のこうした契約文書テッガイッは、折り畳み写本（パラバイッ）あるいは貝葉（貝多羅）
文書（ペーザー）に書かれている。庶民の使用した折り畳み写本は ､ 黒色厚紙をアコーディオン状
に折り畳み ､ 白色のソープ・ストーンで文字を書き込んだもので ､この黒色紙は、コンバウン時
代（1752－ 1885）の少なくとも中・後期にはシャン州で生産され、シャンの行商人によって広く商
われていた。貝葉文書は、椰子の葉を長方形に切りそろえ乾燥させ ､ 鉄筆（あるいは石筆）で文字
を書きいれたもの。乾燥椰子葉の筆写媒体としての使用がいつから始まったかは明らかではない
が、折り畳み写本よりはるかに古くから使用されていたと思われる。
　王朝ビルマ史の一次資料として広く知られているものとして、アメインドー（勅令）やスィッ
ターン（在地首長が中央王権の求めにより提出した地方支配や地方の実勢に関する報告書）などがある。王権に関
わるアメインドーや、スィッターンについては収集や研究が古くから進んでいる。一方さまざま
な階層の人々の間で取り交わされた私的な文書であるテッガイッは、その存在が注目されるよう
になったのは最近のことである ｡
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2　テッガイッの主な収蔵場所
　テッガイッを集約して収蔵して
いる機関はまだ存在しない ｡　図
書館、大学歴史学部図書室、地方
僧院、あるいは個人蔵などの形で
各地に収蔵されている。以下に所
在が確認されている諸機関、個人
名を挙げる。
1）　図書館：大学中央図書館（ヤ
ンゴン大学構内）、国立図書館、マン
ダレー大学、メイッティーラ大学、
モンユワ大学、マグエ大学、カン
バルー･ミョウ高等学校（ザガイン
郡）、ヌワテイン中等学校（モンユワ
郡）
2）　古文書保存センター：（教育省
管轄）ヤンゴン、マンダレー、モ
ンユワに設置。
3）　宗教施設
　宗教省仏教振興局研究図書館、
タングィン法主庁（マンダレー）、ウ
ンビェ村僧院（ザガイン管区ミンムー
郡）、チャウッカー村僧院（マグエ管区、パウッ郡）
4）　個人蔵
　U Maung Maung Gyi（サリン･ミョウ･ダガウン），U Hla Pe（タンドウィン郡），U Win Maung（モ
ンユワ郡レーズィン村），U Thein Than Tun（ニャウンシュエ郡），U Ko Lei（ ダダウー郡），U Than 
Maung（プゥィンビュー郡レーガイン村）。 
　Dr. Than Tun（ヤンゴン、元マンダレー大学教授、元本学客員教授），Dr. Toe Hla（大学歴史委員会理事），
U Htun Yee（現愛知大学客員研究員），U Maung Maung Tin（逝去），U Thaung（シュエボー郡、イェ
ウー）
5）　鹿児島大学調査団（1973年～ 1974年）による東洋文庫所蔵ビルマ史資料のマイクロフィ
ルム 114巻、テッガイッも多数含まれている。
6）　コーネル大学（マイクロフィルム版）。1991年より数年間に渡り大学中央図書館（ヤンゴ
ン）と歴史資料マイクロ化共同プロジェクトを行い約 1000組のペーを 100リール（各 100
ビルマ・テッガイッの分布域
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発見される地域
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フィート）に収める。内容は、宗教関係以外の文献資料：慣習法、医薬、歴史、占星術、
文学など、テッガイッも多数含まれる。
3　テッガイッの伝来
　私人の間の取引契約を文書として残す習慣がビルマにおいていつ頃より始まったか、まだ詳し
いことは明らかではない ｡ 現在までに見つかったテッガイッのなかで最も古いものは 1717年の
ものである ｡しかし、筆写媒体であるパラバイッにしろペーザーにしろ、金石文とは異なりそれ
ほど長期間残るものではない。200~300年がその耐久限度と言われる。コンバウン時代をはるか
遡ってこうした文書が書かれている可能性は否定できない。パガン時代（11~13世紀）の碑文には、
王妃が寺院への寄進するために購入した土地の取引の顛末を記したものもある。しかし借金証文
の類が急増するのはコンバウン時代のバドゥン王（r.1782-1818）の治世下のことで、18世紀末から
19世紀初頭の時代であり、このころ社会の末端にまで深く貨幣の使用が浸透していったように
思われる。
4　これまで発見、収蔵された点数
　テッガイッが発見されるのは中部ビルマ一帯、とりわけ王朝のコア･エリアであったエーヤー
ワディー河中流域からであり（地図参照）、農地を担保とする証文の多くは王朝の中心的灌漑地帯
から発見されている。テッガイッの発見、保存点数は年を追って増えつづけており、現時点での
メイッティーラ大学所蔵の折畳み写本（パラバイッ）と貝葉文書（ペーザー）
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総数は 1万点を越えていると言う ｡
5　テッガイッの概要：その種類 ､形態
　テッガイッのなかでもっとも多いのは借金証文だが、借金証文は借金の様態により次のように
区分できる。まず、質草あるいは担保付の借金 ｡これには借金する当人や、妻や子供を質に入れ
る人身抵当証文（コーネエ･テッガイッ）と、農地質入証文（レーヤー･テッガイッ ､レーバウン･テッガイッ）あ
るいは数は少ないが貴金属、宝石を担保にするものがある。次に、担保（質草）のない借金があり、
こうした借金には元利の返済方法により、労務による返済（ロウッ・ペー）、籾米による返済（ザバー・
ペー）、元利とも現金による返済、元金現金払い、利息現物あるいは労務払いなどの種類がある ｡
　借金が返済されたときには、返済証文を独立の証文として作る場合も、返済後もとの証文を破
棄する場合もある。
　借金証文以外には、財物の借用証文、売買証書（農地、家屋、貴金属、家畜、掛売り）、訴訟記録、判
決文、遺産相続の約定、婚礼あるいは得度式の贈り物（レッポエ）目録などが見られる。
　テッガイッには ､ 若干の地方差や時代差が有りながら ､それなりのフォーマットと言うべき形
式が見られる。担保付の借金証文の典型的な形は以下のようになる。
“ビルマ暦（テッガイッ）…年．．月．．日、．．村住人Ａが、（．．．の理由で）金を必要とし
ています、．．．．．を担保として差し出しますので、（．．．の条件で）貨幣種類．．重量．．．
を貸していただきたいと、．．．．村のＢに申し出たので、．．．村のＢは、．．．．を担保として
（．．．の条件で）貨幣種類．．．重量．．．を貸し与えた。証人はＣ、Ｄ。貨幣を鑑定したの
はＥ。計量したのはＦ。（使用された錘の種類）。証文の作成はＧ、書記はＨ。”
　コーネエ･テッガイッ（人身担保）の場合には、上記に加えて保証人の名が記載され“奴隷となっ
たものが逃亡した場合には保証人が身代金を支払います、あるいは代りの者を差し出します”と
いう趣旨の文言が入るのが一般的である。
　　　　　　　　　　　　　　貝葉（ペー）に記された農地（ゴマ畑）の売却証文 （出典 Toe Hla, 1987. p.316）
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6　研究状況
　テッガイッという資料の存在が一般に知らされたのは、1960年代末から 1970年代初頭にか
けて、シュエボー在住の郷土史家Ｕ Taung が、興味深い郷土史資料として、ビルマ国営新聞
“ロゥッター･ピードゥネーズィン紙”に数回にわたり紹介したことからだった。しかしこれらの
記事がすぐに内外の研究者の関心を惹いたわけではなく、本格的な研究が始まるのは、10数年
後のことになる。
　日本での最初の紹介は、1975年の大野徹氏によるものである〔大野 :1975〕。1973年 11月から
1974年 3月にかけての鹿児島大学ビルマ調査団に参加された氏は、そのときにマイクロフィル
ムに写されたパラバイッやペーザーを主体とする膨大なビルマ前近代の史資料の中に含まれてい
た借金証文に注目して、これを翻訳紹介している。ただし、当時の金属貨幣のシステムが理解さ
れていたわけではないので、さしものビルマ語の達人である氏の訳も混乱に満ちている。
　テッガイッの系統的収集の先鞭をつけたのは当時ヤンゴン大学歴史学部助教授であった U Toe 
Hla であり、氏は上ビルマ一帯およびシャン州（インレー）での調査収集の結果を、1977－ 79年
にタイプ稿版の 3巻本にまとめている〔Toe Hla:1977-79,1981〕。その後ノーザン･イリノイ大学に留学
された氏は、1987年に、テッガイッを多用してコンバウン後期の社会経済の様態を詳説した論
折畳み写本（パラバイッ）に記された農地（水田）質入証文
（出典：東洋文庫マイクロフィルム Burma, vol.60）
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文〔Toe Hla:1987〕で学位を取得、これがテッガイッを主たる資料とした実証的な歴史研究の最初の
作品となった。
　その後、1991年にはマグエ・デグリー･カレッジの Daw Ohn Kyiが、サリン地方から多出する
人身担保の借金証文の紹介論文〔Ohn Kyi:1991〕を執筆、そして 1992年にはサリン地方の豪族サリ
ンミョウ･ダガウンの末裔である Daw Kyaw Hmu Aungが 18－19世紀の一族の歴史を描いた修士
論文〔Kyaw Hmu Aung:1992〕を書いており、一族に残されたテッガイッもその主要資料の一部として
使用されている。
　日本では ､ 愛知大学の伊東利勝氏のご教示によりこの資料に出会った筆者が、主として農村へ
の貨幣経済の浸透と土地流動化という観点からの研究を進めており、論考〔斎藤 :1989､1994､1997〕を
まとめている。
　ビルマにおいても、1990年代後半以降、マンダレー大学を中心にテッガイッを主資料として
修士論文をまとめる学生が出てくるようになった。とはいえ資料の厚みそして、その重要性にか
んがみると、研究はまだ端緒についたばかりと言えよう。
　研究基盤の整備と言う点での特筆すべき収穫は、長らくビルマで銀行勤務の傍ら在野の歴史研
究者としてコンバウン時代の史資料の編纂を続けてきた U Htun Yee が来日 ､愛知大学客員研究
員として伊東利勝氏との協力により、テッガイッの目録作成〔Htun Yee:1991〕や ､ 折り畳み写本の
デジタル化の事業を推進されていることである。折り畳み写本は、個人蔵のものを中心として 7
巻の索引と CD=ROMとして発刊中であり 2003年 2月の現時点では第 3巻までが発行されてい
る〔The Committee for Constructing a Database: 2001~〕。
6　テッガイッ研究の展望：可能性
　東南アジア前近代史において、王朝社会のあらゆる階層を含む人々とりわけ庶民の生活を記録
したような史資料が存在するとはかつて予想もされていなかったことである。植民地時代以前の
庶民の生活については、民俗学や口承文芸から過去をさかのぼって類推するか、異国からの旅行
者の記録に頼るか、あるいは勅令や慣習法の定めが人々の実際の生活を律していたと考えるほか
なかったのである。テッガイッは王朝社会の人々の暮らしを、正確な日付をもって記録しており、
土地の流動、貨幣流通、物価などの社会経済史にとってきわめて重要な情報を提供するばかりで
なく、債務奴隷の実態、契約の観念、地方社会における揉め事の解決法、契約の保証になりうる
有力者のあり方、遺産の配分など当時の社会関係、慣行などについて多くを教えてくれる。テッ
ガイッから汲み取れる情報はきわめて豊かであり、その研究が本格的に進めば ､ 現物経済を基盤
とした再配分経済システムのうちにあったと理解されてきたビルマ王朝社会像は大きく書き換え
られるであろうし ､ 東南アジア前近代史に与える影響もきわめて大きいはずである。
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